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活動の
拠点

情報収集と
提供

学習の
支援

市民活動の
相談

交流の場な サな サ
越谷市市民活動支援センターでは7つのサポート（ななサポ）を行っています。

Vol.05
2014年 3月

写
真
は
、
右
上
か
ら
三
澤
氏
・
布
施
氏
・
金
岡
氏
、

左
上
か
ら
野
口
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
佐
々
木
氏
・

獨
協
大
生
の
伊
勢
さ
ん

● 

春
日
部
で
の
市
民
活
動

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
気
象
予
報
士
に
な
っ
て
以
来
住

ん
で
い
る
春
日
部
市
は
、
私
の
第
２
の
故
郷

で
す
。
地
域
の
情
報
を
発
信
す
る
立
場
か
ら

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
春
日
部
Ｆ
Ｍ
を
立
ち
上
げ
、
３

年
前
に
は
子
ど
も
た
ち
の
心
技
体
の
可
能
性

を
伸
ば
す
春
日
部
Ｆ
Ｍ
ク
ラ
ブ
を
設
立
、
子

ど
も
や
皆
さ

ん
が
一
緒

に
、
地
域
の

こ
と
を
知
る

勉
強
に
取
り

組
ん
で
い
ま

す
。

● 

記
録
的
大
雪

　

今
朝
（
２
月
15
日
）
の
東
京
の
積
雪
は
27

㌢
と
、
観
測
史
上
最
高
の
先
週
の
記
録
を
上

回
り
そ
う
で
す
。
越
谷
市
の
２
月
の
降
水
量

（
雨
と
雪
）
も
、
す
で
に
98
・
５
㍉
で
お
そ

ら
く
１
０
０
㍉
を
超
え
そ
う
で
す
。
こ
の
大

雪
と
大
雨
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
南
岸
低
気

圧
が
日
本
列
島
に
張
り
出
し
た
異
常
気
象
の

影
響
で
す
。

● 

猛 

暑

　

さ
て
、
昨
年
夏
は
全
国
的
な
猛
暑
で
、
高

知
県
四
万
十
市
西
土
佐
で
は
41
度
の
国
内
最

高
を
記
録
し
ま
し
た
。
越
谷
市
も
７
～
９
月

で
猛
暑
日
（
35
度
以
上
）
20
日
間
、
真
夏
日

（
30
度
以
上
）
66
日
間
、
熱
帯
夜
（
最
低
気
温

25
度
以
上
）
16
日
間
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

も
東
南
ア
ジ
ア
の
南
海
上
の
海
水
温
が
高
く
、

そ
の
上
昇
気
流
で
日
本
列
島
が
高
気
圧
に
覆

わ
れ
た
か
ら
で
す
。
こ
う
し
た
地
球
温
暖
化

に
加
え
、
東
京
湾
に
近
い
越
谷
市
で
は
、
ビ

ル
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
熱
が
逆
流
す
る
ヒ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
（
熱
の
島
）
に
よ
る
都
市
温

暖
化
の
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
を
受
け
て
い
ま
す
。

● 

竜 

巻

　

昨
年
９
月
に
越
谷
市
で
発
生
し
た
竜
巻

は
、
長
さ
19
㌔
、
幅
２
０
０
㍍
で
、
巨
大
な

積
乱
雲
の
う
ず
巻
を
上
昇
気
流
で
引
き
上
げ

ま
し
た
。
当
日
の
温
度
は
33
・
４
度
と
、
近

く
の
久
喜
市
、
さ
い
た
ま
市
に
比
べ
７
度
も

高
く
、
う
ず
が
起
こ
り
易
い
条
件
で
し
た
。

竜
巻
は
台
風
に
伴
う
ケ
ー
ス
が
多
く
、
９
月

が
最
も
多
く
、
中
で
も
気
温
の
高
い
午
後
１

時
～
２
時
が
圧
倒
的
に
多
い
の
で
す
。
ま
た
、

竜
巻
は
建
物
の
上
の
方
に
被
害
が
出
て
お

り
、
家
の
中
で
逃
げ
る
の
は
１
階
の
ト
イ
レ

や
押
し
入
れ
な
ど
、
そ
れ
も
窓
か
ら
離
れ
た

場
所
が
い
い
で
し
ょ
う
。（
要
約
）

　
　
　
　
　

◇

　
【
略
歴
】
熊
本
県
八
代
市
出
身
、
春
日
部

市
在
住
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
気
象
キ
ャ
ス
タ
ー

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
富
士
山
測
候
所
を
活
用
す
る

会
理
事
、
か
す
か
べ
親
善
大
使
な
ど
を
務
め

て
い
る
。

　

市
内
で
活
動
す
る
市
民
団
体
や
企

業
、
行
政
な
ど
が
年
１
回
大
集
結
。
日

ご
ろ
の
活
動
を
市
民
の
皆
様
に
披
露
す

る
「
第
６
回
協
働
フ
ェ
ス
タ
」(

主
催

＝
協
働
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
、
共
催

＝
市
民
活
動
つ
な
げ
る
会
・
越
谷
、
越

谷
市)

が
１
月
25
日
、
市
中
央
市
民
会

館
で
行
わ
れ
、
多
く
の
市
民
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
あ
な
た
が
主
役

の
ま
ち
づ
く
り
」
で
、
参
加
し
た
77
団

体
が
、パ
ネ
ル
展
示
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

模
擬
店
な
ど
に
そ
れ
ぞ
れ
ア
イ
デ
ア
を

凝
ら
し
て
い
ま
し
た
。
幕
開
け
は
、
会

館
前
庭
の
威
勢
の
良
い
「
南
越
谷
子
ど

も
太
鼓
ど
ん
ど
こ
」。
い
く
つ
も
並
ぶ

庭
の
テ
ン
ト
で
は「
大
き
な
お
世
話
鍋
」

や
カ
レ
ー
、
手
作
り
パ
ン
な
ど
手
作
り

料
理
が
、
冬
の
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
し
て

い
ま
し
た
。

　

館
内
の
１
～
５
階
で
は
、
恒
例
の
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
演
奏
会
、
地
元
噺
家

の
越
谷
寄
席
な
ど
も
人
気
を
集
め
、「
ち

び
っ
こ
劇
場
」
で
は
、
紙
芝
居
に
小
さ

な
ほ
っ
ぺ
の
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た

＝
写
真
＝
。
午
後
か
ら
は
劇
場
で
「
第

14
回
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
主

催
＝
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
）

も
開
か
れ
、

意
見
交
換
後

に
「
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」

を
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

　
「
ひ
ろ
げ
よ
う
！
つ
な
げ
よ
う
！
は
ば
た
こ

う
！
」
を
テ
ー
マ
に
、「
市
民
活
動
わ
く
わ
く

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
埼
玉
県
東
部
地
域
振
興
セ

ン
タ
ー
・
越
谷
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

共
催
）
が
、
２
月
15
日
、
市
民
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
活
動
室
で
開
か
れ
た
。
２
回
目
と
な

る
今
回
は
、
参
加
活
動
団
体
を
草
加
、
春
日

部
市
に
拡
大
、
広
域
な
視
点
で
市
民
団
体
の

活
動
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
春
日
部
市
在

住
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
気
象
予
報
士
、
平
井
信
行
氏
の

基
調
講
演
の
後
、
越
谷
お
も
ち
ゃ
の
病
院
代

表
の
野
口
和
幸
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

５
団
体
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
活
動
発
表
や
意
見

交
換
を
行
っ
た
。
大
雪
の
中
か
け
つ
け
た
約

１
０
０
人
が
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

◆ 

活
動
報
告

　

越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
ふ
る
さ
と
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト�

三
澤
善
道 

副
代
表

　
「
Ｕ
Ｒ
（
都
市
再
生
機
構
）、市
民
、行
政
、

地
域
に
よ
る
“
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
”
が

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
発
展
し
た
。
水
辺
を
中

心
に
、
原
風
景
や
自
然
・
生
活
環
境
、
青

少
年
の
健
全
育
成
な
ど
で
住
み
よ
い
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
各
市
民
団
体

に
属
す
る
人
が
同
じ
目
標
を
持
ち
結
成
。

大
相
模
調
節
池
・
周
辺
で
の
植
物
調
査
、

環
境
調
査
な
ど
を
続
け
、
メ
ン
バ
ー
が
固

定
化
し
な
い
よ
う
に
し
た
い
」

　

大
場
中
央
自
治
会
（
春
日
部
市
）
自
主

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊�

佐
々
木
輝
夫 

隊
長

　
「
地
域
の
安
全
は
地
域
で
守
ろ
う
と
７

年
前
、
青
色
回
転
灯
パ
ト
ロ
ー
ル
（
青
パ

ト
）
を
導
入
し
て
発
足
。
子
ど
も
や
女
性
、

お
年
寄
り
を
犯
罪
か
ら
守
る
見
回
り
を
続

け
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
が
外
だ
け
で
な

く
内
か
ら
目
を
光
ら
せ
る
の
が
大
切
。
ま

た
、
私
た
ち
の
活
動
は
地
域
を
き
れ
い
に

安
全
に
す
る
こ
と
に
よ
り
犯
罪
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
な
ら
な
い
の
が
決
め
手
で
す
」

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
松
原
団
地
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
草
加
市
）�

布
施
郡
二 

理
事
長

　
「
１
９
６
２
年
、
東
洋
一
の
マ
ン
モ
ス

団
地
と
し
て
生
ま
れ
た
松
原
団
地
は
今
、

Ｕ
Ｒ
の
建
て
替
え
が
真
っ
最
中
。
入
居
者

の
高
齢
化
率
は
草
加
市
全
体
の
20
・
78
％

に
対
し
40
・
92
％
と
高
く
、
孤
独
死
が
問

題
と
な
り
、
２
０
１
１
年
に
見
守
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
設
立
し
ま
し
た
。『
地
域
の

人
が
地
域
で
つ
く
る
、
地
域
ぐ
る
み
の
支

え
合
い
』
を
理
念
に
、
か
つ
て
の
“
向
こ

う
三
軒
両
隣
”
を
目
指
し
ま
す
」

　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
（
株
）
イ
オ
ン
レ
イ
ク
タ

ウ
ン
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト�

金
岡
正
浩
氏

　
「
わ
が
社
の
テ
ー
マ
は
、
地
域
と
一
つ

に
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
で
す
。
年
間
入

店
者
は
約
５
０
０
０
万
人
で
『
世
界
で

一
番
“
心
地
よ
い
”
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
』
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の

役
割
は
販
売
機
能
は
も
ち
ろ
ん
、
エ
ン

タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
（
レ
ジ
ャ
ー
、
ス
ポ
ー

ツ
、
文
化
な
ど
）、
行
政
と
の
連
携
協
力
、

雇
用
貢
献
、
地
産
地
消
に
よ
る
地
域
貢

献
、
環
境
保
全
（
ｅ
ｃ
ｏ
の
取
り
組
み
）

な
ど
と
多
様
で
す
」

　

獨
協
大
・
高
松
ゼ
ミ
（
草
加
市
）
の

皆
さ
ん

　
「
防
災
と
地
域
活
性
化
を
メ
イ
ン
に
活

動
し
て
い
ま
す
。
防
災
は
経
済
的
視
野

に
立
ち
、
東
日
本
大
震
災
を
受
け
た
会

津
物
産
展
開
催
や
被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
。
ま
た
、
小
さ
い
子

ど
も
に
ゲ
ー
ム
感
覚
で
防
災
知
識
を
身

に
つ
け
る
オ
モ
チ
ャ
交
換
の
防
災
イ
ベ

ン
ト
も
続
け
て
い
ま
す
。
地
域
活
性
化

で
は
、
県
の
中
山
間
地
域
の
『
ふ
る
さ

と
支
援
隊
』
事
業
に
参
加
。
飯
能
市
や

小
川
町
で
、
お
祭
り
や
特
産
品
な
ど
で

魅
力
を
再
発
見
し
、
住
民
交
流
を
し
て

い
ま
す
」（
い
ず
れ
も
要
約
）

◆ 

活
動
の
課
題
と
未
来

　

メ
ン
バ
ー
の
高
齢
化

　
「
結
成
７
年
、
隊
員
の
高
齢
化
が
進
み
、

次
を
担
っ
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
の
が

悩
み
」�

（
佐
々
木
隊
長
）

　
「
平
均
年
齢
は
70
歳
。
も
っ
と
若
い
人

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
目
を
向
け
て
く

れ
れ
ば
」�

（
布
施
）

　

青
少
年
の
育
成

　
「
地
元
の
大
学
、
高
校
生
が
イ
ベ
ン
ト

を
手
伝
っ
て
く
れ
、
そ
れ
を
小
さ
な
子
ど

も
た
ち
に
つ
な
げ
て
く
れ
れ
ば
」�

（
三
澤
）

　
「
４
年
生
に
な
る
と
後
を
引
き
継
ぐ
時

間
が
な
い
。
発
想
が
固
ま
り
が
ち
に
な
る

の
が
弱
点
」�

（
獨
協
大
高
松
ゼ
ミ
の
学
生
）

　
「
地
域
に
新
し
い
風
、
力
を
送
り
込
み
、

若
い
人
と
ベ
テ
ラ
ン
が
融
合
す
る
と
い
い

�

（
平
井
気
象
予
報
士
）

　
「
イ
オ
ン
が
計
画
中
の
集
客
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
で
、
い
ろ
ん
な
人
が
ク
ロ
ス
出
来

れ
ば
」�

（
金
岡
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
ま
と
め

　
「
地
域
で
わ
く
わ
く
い
き
い
き
、
安
心

し
て
守
っ
て
守
ら
れ
て
い
る
。
ど
ん
ど
ん

つ
な
ぐ
意
識
を
持
っ
て
、
越
谷
か
ら
県
東

部
地
域
や
県
全
体
、
そ
し
て
全
国
へ
広
げ

た
い
」�

（
野
口
）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

基
調
講
演

春日部・草加・越谷市の5団体が協働を語る

「
み
ん
な
で
つ
な
が
る

　
　  

未
来
へ
の
一
歩
」

「
私
の
春
日
部
で
の
市
民
活
動
と
　

　
　
最
近
の
異
常
気
象
に
つ
い
て
」

協
働
フ
ェ
ス
タ

【写真は越谷ビデオクラブ・福嶌皜さん撮影】

主 な 内 容
次
回
発
行
は
７
月■コラム　「明日への一歩」.......3 面

■観光物産　越谷の桜　...........4 面
■登録団体代表のひと言...........4 面

明日へ『みんなでがんばっぺ』
～笑顔をつなぐ市民活動団体～

　2,3 面

東日本大震災から 3年

第２部

第１部

第6回

市民活動 シンポジウム熱くわくわく

平
井
信
行 

氏

（
気
象
予
報
士
）
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中央図書室より所蔵本のご案内
　いつ、どこで起きるか予測できない災害。日頃からの備え、
ちょっとした知識が命を守ります。また、災害は人々の人
生を大きくかえる。そんな時生きる勇気をもたらす言葉や
仲間がいる。

「
海
と
、
が
れ
き
と
、
ボ
ー
ル
と
、
絆
。」

�

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
編
集
部
編

講
談
社　

二
〇
一
一
年

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
岩
手
・
宮
城
の
高

校
生
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
が
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て

少
し
ず
つ
日
常
を
取
り
戻
し
て
い
く
姿
を
追
い
か

け
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。
生
き
る
だ
け
で

精
一
杯
の
毎
日
か
ら
、ど
の
よ
う
な
思
い
で
再
び
、

ス
ポ
ー
ツ
へ
立
ち
向
か
う
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。

た
く
さ
ん
の
か
な
し
み
を
経
て
新
た
に
前
進
す
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
の
力
が
ア
ス
リ
ー

ト
の
声
か

ら
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。

「
親
子
の
た
め
の
地
震
イ
ツ
モ
ノ
ー
ト
」

�

地
震
イ
ツ
モ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編

ポ
プ
ラ
社　

二
〇
一
一
年

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
経
験
し
た
方
の
お
話
を

も
と
に
、
い
つ
も
の
生
活
の
な
か
で
地
震
に
備
え

る
知
恵
と
工
夫
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
常
備
し

て
お
き
た
い
も
の
の
リ
ス
ト
や
、
今
す
ぐ
取
り
組

め
る
防
災
の
ポ
イ
ン
ト
が
イ
ラ
ス
ト
と
と
も
に
、

わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
防
災
を

生
活
の
一
部
と
し
て
捉
え
、
地
震
発
生
へ
の
心
構

え
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
防
災

マ
ニ
ュ
ア
ル

と
し
て
活
用

で
き
ま
す
。

特集テーマ

明
日
へ「
み
ん
な
で
が
ん
ば
っ
ぺ
」

～
東
日
本
大
震
災
か
ら
丸
三
年
～

笑
顔
を
つ
な
ぐ
市
民
活
動
団
体

玄
米
く
ら
ぶ

め
ぐ
り
教
育
研
究
舎

明
日
へ
の
一
歩

　
　
～
楢
葉
町
か
ら
～

　

福
島
県
楢
葉
町
で
被
災
。
第
一
原
発

事
故
を
逃
れ
、
妹
が
住
む
越
谷
市
が
い

ち
早
く
用
意
し
て
く
れ
た
避
難
所
・
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
く
す
の
き
荘
に
や
っ

と
の
思
い
で
辿
り
つ
い
た
。
そ
こ
に
は

双
葉
郡
か
ら
逃
れ
て
来
た
人
達
。
誰
ひ

と
り
口
を
開
く
者
は
無
く
、
毎
日
毎
日

遠
い
窓
の
外
を
眺
め
て
い
た
そ
ん
な
時

だ
っ
た
。
ひ
と
り
の
女
性
が
「
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
が
食
べ
た
い
」
と
言
っ
た
。

　

３
月
25
日
、
聞
き
つ
け
た
地
元
支
援

者
の
方
が
材
料
を
た
く
さ
ん
届
け
て
く

れ
て
、
避
難
者
全
員
で
カ
レ
ー
を
作
っ

た
。
厨
房
は
今
ま
で
背
中
あ
わ
せ
だ
っ

た
人
達
の
井
戸
端
会
議
の
場
所
に
な
っ

た
。「
み
ん
な
で
協
力
す
る
こ
と
が
大
事

だ
」
と
話
し
か
け
る
と
皆
の
目
か
ら
涙

　

越
谷
市
の
協
働
フ
ェ
ス
タ
会
場
と

な
っ
た
中
央
市
民
会
館
・
前
庭
の
テ
ン

ト
の
中
に
、
元
気
な
声
で
浪
江
焼
き
そ

ば
や
白
菜
、
丸
大
根
を
売
る
「
一
歩
会
」

の
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
あ
っ
た
。

　
「
一
歩
会
」
は
東
日
本
大
震
災
、
福
島

の
第
一
原
発
事
故
か
ら
避
難
し
て
き
た

方
々
と
地
元
越
谷
の
支
援
者
が
作
っ
た

団
体
。
支
援
者
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
越
谷

へ
避
難
後
わ
ず
か
２
週
間
ほ
ど
、
異
例

の
速
さ
で
立
ち
上
が
っ
た
。

越
谷
で
、
出
来
た
新
し
い
家
族

　

石
上
さ
ん
は
、
浪
江
町
で
被
災
。
震

災
か
ら
一
夜
明
け
「
原
発
が
危
な
い
か

ら
逃
げ
ろ
」
と
言
わ
れ
、
家
族
８
人
で

最
初
は
山
形
へ
、
そ
し
て
い
く
つ
か
の

避
難
所
を
経
て
越
谷
市
へ
辿
り
つ
い
た
。

間
も
な
く
「
一
歩
会
」
の
事
務
局
の
方

が
家
を
訪
ね
て
く
れ
、
入
会
し
た
。

　

何
も
持
た
ず
に
家
を
後
に
し
、
途
方

に
く
れ
た
私
達
に
、
何
度
も
何
度
も
日

用
品
を
届
け
て
く
れ
た
人
、
農
地
の
手

配
を
し
て
地
域
の
方
々
と
の
交
流
の

き
っ
か
け
を
作
っ
て
く
れ
た
り
、
酒
を

酌
み
交
わ
し
夜
遅
く
ま
で
話
を
聞
い
て

く
れ
た
人
、
葉
書
を
出
し
た
り
家
を
訪

問
し
て
く
れ
た
人
な
ど
が
事
務
局
を
引

き
受
け
て
く
れ
た
。
ま
た
、
地
元
大
学

に
通
う
学
生
さ
ん
は
震
災
直
後
か
ら
駅

前
で
募
金
活
動
に
立
ち
、
さ
い
た
ま
ア

リ
ー
ナ
、
福
島
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
し
、
そ
の
後
「
一
歩
会
」
の
存
在

を
知
っ
て
協
力
者
に
加
わ
っ
た
。

　

事
務
局
で
は
行
政
、
市
民
活
動
団
体
、

企
業
の
協
力
を
得
て
、
被
災
者
が
外
に

出
る
き
っ
か
け
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
し
た
。
初
め
て
の
交
流
会
は
結
成
一

か
月
後
、
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
で
小
型

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
余
り
経
っ

た
２
０
１
２
年
４
月
の
こ
と
で
し
た
。

音
楽
ユ
ニ
ッ
ト
「
ブ
ラ
ウ
ン
ラ
イ
ス
」

の
玄
（
げ
ん
）

さ
ん
（
本
名
・

森
下
進
）
と
米

（
ま
い
）
さ
ん

（
同
・
水
野
谷
房

江
）
は
、
ふ
と

目
を
向
け
た
テ

レ
ビ
に
大
き
な

シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
ま
し
た
。

目
を
そ
む
け
て
は
何
も
進
ま
な
い

　

そ
こ
に
は
、
自
然
が
い
っ
ぱ
い
の
は

ず
の
福
島
県
で
、
放
射
能
汚
染
の
危
険

か
ら
外
に
出
て
遊
べ
な
い
子
、
土
や
葉

に
触
れ
ら
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
が
映
っ

て
い
ま
し
た
。
体
を
思
い
っ
き
り
動
か

せ
な
い
子
ど
も
た
ち
。
そ
し
て
わ
が
子

　

小
学
校
教
員
だ
っ
た
安
齋
さ
ん
は
、

１
９
９
３
年
か
ら
「
飢
餓
の
な
い
世
界

を
創
る
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
『
ハ
ン
ガ
ー
・

フ
リ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
』」
の
活
動
に
参
加
。

西
ア
フ
リ
カ
の
砂
漠
地
帯
で
井
戸
掘
り

や
学
校
建
設
な
ど
の
経
験
を
通
し
て
、

今
ま
で
出
来
な
か
っ
た
こ
と
を
克
服
す

る
「
か
き
く
け
こ
の
流
れ
」
を
考
え
ま

し
た
。
そ
れ
は
、「
感
謝
・
感
激
・
感
動

を
分
か
ち
合
う
『
か
』
→
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
気
づ
き
の
『
き
』
→
苦

難
を
乗
り
越
え
る
工
夫
の
『
く
』
→
心

身
と
も
に
健
康
な
『
け
』
→
貢
献
・
行

動
す
る
自
立
の
『
こ
』」
の
〈
め
ぐ
り
〉

で
す
。
そ
の
ス
テ
ッ
プ
の
根
底
に
あ
る

の
は
自
然
、
い
の
ち
へ
の
尊
厳
、
そ
し

て
輪
。
そ
れ
が
活
動
の
原
点
な
の
で
す
。

さ
さ
え
愛
（
合
）
の
結
集

　

２
０
１
１
年
３
月
11
日
、
大
震
災
が
東

日
本
を
襲
い
大
き
な
被
害
に
あ
い
ま
し

た
。
安
齋
さ
ん
は
19
日
に
も
う
、
越
谷
市

の
体
育
館
で
救
援
物
資
を
集
め
て
い
た

そ
う
で
す
。「
今
、
出
来
る
目
の
前
の
事

を
成
し
遂
げ
よ
う
と
必
死
で
し
た
」
と
振

り
返
り
ま
す
。
以
前
か
ら
安
齋
さ
ん
と
つ

な
が
り
の
あ
る
全
国
各
地
の
方
々
は
、
す

ぐ
に
手
を
差
し
伸
べ
力ち

か
ら

を
貸
し
て
く
れ

ま
し
た
。
め
ぐ
り
教
育
研
究
舎
は
、
つ
な

げ
る
役
を
懸
命
に
発
揮
し
ま
し
た
。
最
初

の
避
難
所
が
、
そ
の
月
の
31
日
に
閉
鎖
と

な
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。「
せ
っ
か
く
、

こ
こ
で
出
会
い
共
に
過
ご
し
た
仲
間
が

バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
、
安
齋

さ
ん
は
避
難
者
の
方
々
に
呼
び
か
け
ま

し
た
。「
越
谷
市
へ
避
難
し
て
き
た
方
が
、

ま
と
ま
っ
て
行
動
す
る
に
は
早
く
団
体

名
と
代
表
者
を
決
め
、
前
へ
進
み
ま
し
ょ

う
」。
避
難
所
の
閉
鎖
に
よ
っ
て
情
報
が

入
り
に
く
く
な
る
こ
と
を
不
安
に
思
っ

た
か
ら
で
す
。

　

閉
鎖
直
前
の
30
日
、『
一
歩
会
』
が
立

ち
上
が
り
、
仲
間
が
集
ま
り
語
り
合
え

る
場
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
仲
間
が
い
る
か
ら
何
と
か
や
っ
て
い
け

る
」。
そ
の
仲
間
の
輪
に
、
め
ぐ
り
教
育

研
究
舎
の
メ
ン
バ
ー
や
地
元
の
人
が
積

極
的
に
加
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

明
日
を
信
じ
て
始
め
よ
う

　

安
齋
さ
ん
と
交
流
が
あ
り
、
作
曲
を

手
が
け
る
本
田
裕
子
さ
ん
は
、
一
歩
会

の
皆
さ
ん
に
向
け
て
曲
を
作
り
、
そ
の

曲
に
一
歩
会
の
方
々
が
詩
を
乗
せ
、『
あ

す
へ
の
一
歩
』
の
曲
が
仕
上
が
り
ま
し

た
。
こ
の
曲
は
、
自
立
へ
つ
な
が
る
形

と
し
て
、
出
来
上
が
り
、
避
難
さ
れ
た

方
に
は
、
す
ご
く
勇
気
づ
け
ら
れ
た
曲

と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
曲
と
出
会

う
ま
で
は
外
へ
出
よ
う
出
よ
う
と
思
う

け
ど
、
踏
ん
切
り
が
つ
か
ず
、
家
に
閉

じ
こ
も
っ
た
ま
ま
で
し
た
。
そ
れ
が
、

皆
と
一
緒
に
歌
う
こ
と
で
胸
の
奥
の
蟠

わ
だ
か
ま

り
が
取
れ
、
前
向
き
に
な
っ
て
い
っ
た

そ
う
で
す
。

あ
り
が
と
う
、
そ
し
て
…

　

震
災
後
に
何
と
か
越
谷
市
に
た
ど
り

着
き
避
難
さ
れ
た
方
々
は
、
越
谷
を
原

点
に
全
国
へ
広
が
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
１
０
０
歩
も
２
０
０
歩
も
前
進
し
固

い
絆
で
つ
な
が
っ
て
い
る『
一
歩
会
』は
、

一
歩
一
歩
前
へ
進
み
続
け
て
い
ま
す
。

「
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
よ
、
大
丈
夫
」
安
齋

さ
ん
の
優
し
さ
は
大
き
な
原
動
力
で
す
。

「
あ
れ
か
ら
３
年
、
良
い
形
で
自
立
へ
向

か
っ
て
歩
ん
で
い
る
」
と
、
実
感
す
る

安
齋
さ
ん

で
す
が
、

ま
だ
ま
だ

遠
い
道
の

り
に
「『
あ

り
が
と
う
』

の
感
謝
を

忘
れ
ず
、

み
ん
な
で

手
を
携
え

た
い
」
と

気
を
引
き

締
め
て
い

る
の
で
す
。

ヨ
ッ
ト
の
体
験
、

翌
月
は
観
光
農

園
で
い
ち
ご
狩

り
。
無
償
で
借
り

た
畑
で
の
ジ
ャ

ガ
イ
モ
収
穫
は

多
く
の
地
元
市

民
の
方
々
と
交

流
が
で
き
た
。
回

を
重
ね
、
３
月
８
日
越
谷
市
市
民
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る
交
流
会
は

一
区
切
り
の
１
０
０
回
目
と
な
る
。「
家

族
」
を
テ
ー
マ
に
三
年
間
を
振
り
返
り
、

越
谷
市
民
へ
の
感
謝
と
新
た
な
出
発
を

考
え
る
場
に
す
る
そ
う
だ
。

私
も
支
援
者
の
一
人
と
し
て

　

市
内
で
暮
ら
す
被
災
者
は
、
最
も
多

い
時
で
３
４
０
人（
２
０
１
２
年
４
月
）、

昨
年
12
月
末
で
は
２
７
９
人
。
越
谷
で

暮
ら
す
こ
と
を
決
め
た
人
、
よ
り
故
郷

に
近
い
所
に
住
ま
い
を
求
め
て
引
っ
越

し
た
人
な
ど
様
々
だ
。
ぞ
れ
ぞ
れ
が
自

立
の
一
歩
、
生
活
の
基
盤
を
築
こ
う
と

し
て
い
る
。

　

石
上
さ
ん
は
現
在
、
埼
玉
県
労
働
者

福
祉
協
議
会
に
勤
務
、
妻
や
娘
さ
ん
も

資
格
を
活
か
し

働
い
て
い
る
。

ま
だ
越
谷
市
に

永
住
を
決
め
た

わ
け
で
は
な
い

が
、「
こ
こ
に

暮
ら
す
間
は
越

谷
市
民
と
し
て

生
活
し
た
い
。」

そ
し
て
市
内
に

は
ま
だ
「
一
歩
会
」
の
存
在
を
知
ら
な

い
人
、
被
災
後
の
悩
み
を
抱
え
て
い
る

人
も
い
る
。
そ
ん
な
一
人
ひ
と
り
を
訪

ね
歩
き
、
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
て
、
自

立
の
一
歩
を
踏
み
出
す
手
伝
い
を
し
、

「
皆
が
集
ま
れ
る
大
き
な
サ
ロ
ン
を
開
く

の
が
目
標
だ
。」
と
前
を
見
つ
め
る
。

　

焼
き
そ
ば
、
野
菜
を
売
り
終
え
た
メ

ン
バ
ー
は
恒
例
の
「
一
歩
締
め
」
で
会

場
を
あ
と
に
、
更
な
る
一
歩
を
力
強
く

踏
み
出
し
た
。

を
心
配
そ
う
に
見
守
る
お
母
さ
ん
た
ち
。

玄
米
さ
ん
に
は
本
当
の
笑
顔
が
感
じ
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。「
自
分
た
ち
に
も
何

か
出
来
る
こ
と
が
あ
る
」。
二
人
は
話
し

合
い
、
う
な
ず
き
合
い
、
す
ぐ
行
動
に

移
し
ま
し
た
。

脳
細
胞
と
運
動
を
融
合
し
た 

　
　
　
　   〈
シ
ナ
プ
サ
イ
ズ
〉　

　

音
響
家
の
玄
さ
ん
は
約
30
年
間
、
音

作
り
を
研
究
、
米
さ
ん
も
約
20
年
間
、

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
や
音
楽
教

育
家
と
し
て
活
躍
す
る
う
ち
に
出
会

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
音
楽
性
に
共
鳴
し
、

２
０
０
８
年
、
デ
ュ
オ
を
結
成
し
た
の

で
す
。
米
さ
ん
は「
音
楽
を
通
じ
て〈
生

き
る
〉
こ
と
そ
の
も
の
に
貢
献
し
た
い
」

と
の
思
い
か
ら
、
脳
細
胞
を
つ
な
ぐ
役

割
を
持
つ
シ
ナ
プ
ス
と
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

（
肉
体
的
運
動
）
を
融
合
さ
せ
た
〈
シ

ナ
プ
サ
イ
ズ
〉
を
実
践
中
で
し
た
。「
福

島
へ
〈
シ
ナ
プ
サ
イ
ズ
〉
で
、
元
気
と

笑
顔
を
届
け
よ
う
」
と
決
め
た
の
で
す
。

白
河
市
の
幼
稚
園
か
ら 

　
　
　
　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
開
始

　

ち
ょ
う
ど
２
０
１
２
年
３
月
、
愉
快

な
体
操
と
癒
し
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
を
目
的
に
ブ
ラ
ウ
ン
ラ
イ

ス
の
フ
ァ
ン
と
「
玄
米
く
ら
ぶ
」
を
立

ち
上
げ
て
い
た
の
で
す
。
玄
さ
ん
は
米

さ
ん
の
父
の
故
郷
で
あ
る
白
河
市
へ
働

き
か
け
、
そ
の
年
の
７
月
、
同
市
の
大

沼
幼
稚
園
へ
〈
シ
ナ
プ
サ
イ
ズ
〉
を
届

け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
み
な
さ
ん

を
元
気
に
し
た
い
！
と
の
思
い
を
込
め
、

〈
シ
ナ
プ
サ
イ
ズ
〉
は
「
と
も
だ
ち
に
な

り
た
い
」
の
歌
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

脳
が
活
性
化
さ
れ
る
と
い
う
ア
ル
フ
ァ

波
で
満
ち
た
米
さ
ん
の
歌
声
と
し
な
や

か
な
手
話
。
さ
ら
に
〈
シ
ナ
プ
サ
イ
ズ
〉

効
果
を
引
き
出
す
玄
さ
ん
の
音
響
効
果

が
幼
稚
園
を
包
み
込
み
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に 

  〈
ま
ん
ま
る
笑
顔
〉
が
戻
っ
た
！

　

お
二
人
の
「
み
ん
な
お
友
達
に
な
れ

ま
す
よ
う
に
」
と
の
思
い
が
、
徐
々
に

幼
稚
園
の
み
な
さ
ん
に
伝
わ
っ
て
い
き

ま
し
た
。「
み
ん
な
準
備
は
い
い
で
す

か
？
イ
エ
～
ィ
」。
米
さ
ん
の
元
気
い
っ

ぱ
い
の
掛
け
声
で
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の
始

ま
り
で
す
。
米
さ
ん
の
愉
快
な
体
操
と

玄
さ
ん
の
弾
む
音
響
に
思
わ
ず
全
員
が

「
ワ
ッ
ハ
ハ
…
」
の
大
合
唱
。
気
持
ち
が

解ほ
ぐ

れ
る
と
、
次
第
に
〈
ま
ん
ま
る
笑
顔
〉

が
伝
染
し
て
い
き
ま
す
。
最
後
に
は〈
シ

ナ
プ
サ
イ
ズ
〉
恒
例
の
『
幸
せ
ビ
ー
ム

の
お
福
わ
け
♡
』
で
、
く
ち
ゃ
く
ち
ゃ

の
笑
顔
で
す
。

仮
設
住
宅
で
も 

　
　
心
の
扉
が
開
い
た
ぁ

　

そ
の
２
か
月
後
に
は
、
福
島

県
双
葉
郡
豊
岡
町
か
ら
郡
山
市

の
緑
ヶ
丘
仮
設
住
宅
に
避
難
さ

れ
て
い
る
み
な
さ
ん
の
所
へ

〈
シ
ナ
プ
サ
イ
ズ
〉
を
お
届
け

に
行
き
ま
し
た
。
始
ま
り
の
こ

ろ
、
お
年
寄
り
の
ほ
と
ん
ど
の

人
の
頬
が
下
が
り
、
無
表
情
で

し
た
が
、テ
レ
笑
い
が
出
始
め
、

や
が
て
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
心
の

扉
が
「
パ
ッ
」
と
開
い
た
の
で

す
。「
年
齢
に
合
わ
せ
た
全
身

を
動
か
す
愉
快
な
体
操
や
、
顔

の
筋
肉
を
動
か
す
幸
せ
の
顔
作

り
体
操
は
、
み
ん
な
で
や
る
か

ら
余
計
に
笑
っ
て
し
ま
う
の
で

す
。」
と
、
玄
米
さ
ん
た
ち
も

ニ
コ
ニ
コ
顔
で
す
。

幸
せ
ビ
ー
ム
の
福
を 

　
　
　
　
　
　
つ
な
げ
る

　
「
あ
れ
か
ら
家
庭
内
で
楽
し
い
会
話

が
増
え
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
玄
米
さ
ん
は
、
今
後
も
定

期
的
に
〈
シ
ナ
プ
サ
イ
ズ
〉
を
届
け
、

被
災
地
の
み
な
さ
ん
と
ま
だ
ま
だ
募
金

協
力
を
し
て
く
だ
さ
る
人
た
ち
を
何
か

の
形
で
つ
な
げ
た
い
と
の
決
意
を
固
め

て
い
ま
す
。そ
う
す
れ
ば
、き
っ
と「
福
」

の
お
福
分
け
の
〈
ま
ん
ま
る
笑
顔
〉
が
、

日
本
列
島
を
つ
な
げ
る
は
ず
と
信
じ
て

い
る
の
で
す
。

が
出
て
き
た
こ
と
を
今
も
思
い
出
す
。

　

３
月
末
、
避
難
所
を
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
っ
た
。
家
族
の
よ
う
に
毎
日

避
難
所
に
足
を
運
ん
で
く
れ
た
安
齋
さ

ん
か
ら
せ
っ
か
く
知
り
合
っ
た
の
だ
か

ら
と
「
会
」
を
作
る
事
を
勧
め
ら
れ
た
。

私
は
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
で
皆
に
「
新
妻

さ
ん
が
会
長
に
な
っ
て
く
ん
ち
ぇ
」
と

言
わ
れ
て
も
、
す
ぐ
に
は
返
事
が
で
き

な
か
っ
た
。
し
か
し
故
郷
に
帰
る
ま
で

は
元
気
で
い
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
み

ん
な
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。

月
に
１
回
は
交
流
会
を
し
よ
う
！
今
誰

か
が
声
を
上
げ
な
け
れ
ば
と
思
い
会
長

を
引
き
受
け
ま
し
た
。会
の
名
は「
浜
通

り
一
歩
会
」（
後
に「
一
歩
会
」
と
改
名
）。

　

３
月
31
日
、
悲
し
む
人
は
い
な
い
。

再
会
を
約
束
し
、
越
谷
市
が
提
供
し
て

く
れ
た
家
に
向
か
っ
た
。
布
団
や
、
食

器
な
ど
日
用
品
は
地
元
の
方
々
が
用
意

し
て
下
さ
り
、
避
難
所
を
出
た
後
も

支
援
を
続
け
て
下
さ
る
方
々
と
強
い

信
頼
と
絆
が
で
き
ま
し
た
。

私
は
現
在
、
い
わ
き
市
の
仮
設
住
宅

に
移
り
住
み
、
特
別
警
戒
隊
で
住
人

の
居
な
く
な
っ
た
楢
葉
町
の
見
回
り

を
し
て
い
ま
す
。
今
年
４
月
に
は
Ｊ

Ｒ
常
磐
線
が
復
旧
し
、
高
速
道
路
も

楢
葉
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
新
設
さ

れ
る
。少
し
ず
つ
良
く
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
復
興
に
は
ま
だ
ま
だ
遠
い
道

の
り
で
す
。

　

仕
事
の
合
間
を
縫
っ
て
、
宮
城
、

岩
手
な
ど
各
地
に
赴
き
震
災
を
風
化

さ
せ
て
は
い
け
な
い
と
訴
え
て
い
る
。

　

以
前
の
私
は
自
分
の
家
族
の
こ
と

だ
け
し
か
考
え
て
い
な
か
っ
た
が
震

災
後
、
多
く
の
人
に
出
会
い
、
人
の

道
、
人
間
の
す
ば
ら
し
さ
、
優
し
さ
、

暖
か
さ
、
強
さ
を
学
ん
だ
。
ど
こ
に

居
て
も
避
難
所
で
共
に
過
ご
し
た
仲

間
と
支
援
し
て
く
れ
た
方
々
へ
の
感

謝
を
忘
れ
ず
、
自
分
に
強
く
、
更
に

強
く
と
言
い
聞
か
せ
て
い
る
。
皆
で

作
っ
た
「
あ
す
へ
の
一
歩
」
を
唄
い

な
が
ら
。

一
歩
会
会
長

�

新
妻
敏
夫
さ
ん

コ
ラ
ム

連絡先
一
歩
会

電 

話
：
０
９
０
・
４
４
５
３
・
２
０
３
４（
安
齋
）

　
　
　
０
４
８
・
９
６
４
・
５
２
０
７（
関
根
）

連絡先
め
ぐ
り
教
育
研
究
舎

住 

所
：
越
谷
市
東
越
谷
６
ー
７
８
ー
６

電 

話
：
０
９
０
・
４
４
５
３
・
２
０
３
４（
安
齋
）

連絡先
玄
米
く
ら
ぶ

住 

所
：
越
谷
市
南
越
谷
５
ー
２
０
ー
３
ー
３
０
４

電 

話
：
０
９
０
・
１
２
３
４
・
０
２
９
７

Ｈ 

Ｐ
：http://fusae.jp

代
表  

森
下　
　

進
さ
ん

水
野
谷
房
江
さ
ん

代表　安齋 作子さん

越谷代表  石上 清さん

越谷レイクタウンで小型ヨット体験
ご当地グルメで有名「浪江焼きそば」
もちもちの太麺が美味しそう！！ 大きなジャガイモがごろごろ。子ども達も大喜び。

「まんまる笑顔」のお届け〜♡ シナプサイズです。

水
み

土
ど

里
り

の地球を子どもに伝えるイベント

明日のために、大きく一歩踏み出して「せ～の！！」　１月２５日第６回協働フェスタにて

音
楽
で
生
き
る
元
気
を
福
島
へ

「
自
立
」
を
つ
な
げ
る
み
ん
な
の
輪

の

市
民
活
動
　 

種

　

２
０
１
１
年
３
月
11
日
突
然
東
日
本
を
襲
っ
た
大
震
災
、続
く
福
島
第
一
原
発
事
故
。

　

多
く
の
人
が
犠
牲
と
な
り
、多
く
の
人
が
住
む
家
を
失
っ
た
。

　

あ
の
時
、日
本
中
の
人
が
支
援
の
手
を
差
し
伸
べ
た
。し
か
し
、３
年
た
っ
た
今
も
、

多
く
の
人
が
仮
設
住
宅
で
暮
し
、故
郷
に
帰
る
事
が
で
き
ず
に
い
る
。

　

わ
た
し
た
ち
に
今
で
き
る
こ
と
は
何
か・・・

　

越
谷
で
、そ
し
て
越
谷
か
ら
、被
災
者
と
共
に「
笑
顔
を
つ
な
ぐ
」活
動
を
続
け
て
い

る
団
体
が
あ
り
ま
す
。

一
歩
会

み
ん
な
で
寄
り
添
い
確
か
な
自
立
へ
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◆
私
が
所
属
し
て
い
る
法
人
は
障

害
児
童
を
中
心
と
し
た
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
秋
に
越
谷

市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
さ
ん

及
び
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の

協
力
で
子
ど
も
た
ち
を
連
れ
「
越

谷
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」
見
学
に
行
き

ま
し
た
。
そ
の
時
の
子
供
た
ち

の
笑
顔
は
輝
い
て
い
ま
し
た
。
今

後
も
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て

子
供
た
ち
に
楽
し
い
機
会
を
提
供

し
、
紙
面
に
も
反
映
さ
せ
、
障
害

を
持
っ
て
い
る
子
供
た
ち
へ
の
理

解
を
深
め
ら
れ
れ
ば
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。�

（
生
永
）

◆
今
号
コ
ラ
ム
の
執
筆
者
、
新
妻

さ
ん
に
初
め
て
会
っ
た
の
は
福
島

か
ら
避
難
し
て
き
た
直
後
。
そ
の

２
年
後
支
援
セ
ン
タ
ー
で
再
会
し

た
時
、
数
々
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
、

ご
苦
労
を
語
る
事
も
な
く
、
た
だ

「
足
り
な
い
か
ら
前
に
進
む
事
が

で
き
た
」
と
。
つ
い
不
平
不
満
を

口
に
し
、
満
た
さ
れ
る
と
努
力
を

忘
れ
る
、
そ
ん
な
自
分
を
恥
じ
た
。

先
月
の
来
所
時
も
、
越
谷
市
民
へ

の
感
謝
を
述
べ
、「
や
が
て
故
郷
で

働
く
た
め
に
看
護
学
校
に
通
う
若

者
を
訪
ね
る
」
と
言
い
残
し
セ
ン

タ
ー
を
後
に
し
た
。
実
に
爽
や
か

で
逞
し
く
。�

（
え
さ
き
）

　
本
紙
は
、
越
谷
市
市
民
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
登
録
団
体
に
撮
影
・
執
筆
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、編
集
・
発
行
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

配
布
先
施
設
名
　
北
部
出
張
所
／
南
部
出
張

所
／
産
業
支
援
課
／
中
央
市
民
会
館
／
北
部

市
民
会
館
／
サ
ン
シ
テ
ィ
越
谷
市
民
ホ
ー
ル

／
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー(

ほ
っ
と

越
谷
）
／
千
間
台
記
念
会
館
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
／
各
地
区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館

／
各
交
流
館
／
埼
玉
県
内
市
民
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
／
越
谷
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
・
中
央
図
書
室
　
ほ
か
（
順
不
同
）

「
な
な
サ
ポ
」
の

主
な
配
布
先
の
ご
案
内

　

施
設
・
事
務
所
に
「
な
な
サ
ポ
」
を

置
い
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
…
。

　

年
３
回
発
行
、
本
紙
・
送
料
は
無

料
で
す
。
配
布
に
ご
協
力
頂
け
る
方

は
、
越
谷
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ＴＥＬ
０
４
８
ー
９
６
９
ー
２
７
５
０

配
布
協
力
場
所

　

   

募
集
し
て
い
ま
す
。

編
集
後
記

川
面
を
染
め
る
越
谷
の
桜

観
光
情
報

物
産

　
登
録
団
体
会
員
で
、
機
関
紙
編
集
に
興
味
・

関
心
の
あ
る
方
、 

編
集
委
員
と
し
て
「
な
な

サ
ポ
」
発
行
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？ 

　

　
あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア
を
待
っ
て
い
ま
す
。

経
験
は
不
問
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

随

時

募

集

！！

編
集
委
員
募
集
し
て
ま
す

　

春
を
彩
る
桜
は
、
日
本
を
代
表
と
す

る
花
と
し
て
悠
々
と
時
を
刻
ん
で
い
ま

す
。「
水
郷
こ
し
が
や
」
の
桜
も
市
内

の
あ
ち
こ
ち
で
さ
ま
ざ
な
春
を
演
出
す

る
の
で
す
。『
北
越
谷
元
荒
川
堤
』
と

『
新
方
川
緑
道
』
の
桜
並
木
を
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。
ど
ち
ら
も
美
し
い
カ
ー
ブ

を
描
く
川
の
流
れ
に
そ
っ
て
、
優
雅
で

華
や
か
に
市
民
の
目
と
心
を
な
ご
ま
せ

て
い
ま
す
。

　
元
荒
川
堤
に
時
代
を
映
し 

　
70
年
余
り

　
『
北
越
谷
元
荒
川
堤
』
＝
写
真
＝
は
、

左
岸
約
２
キ
ロ
に
約
３
５
０
本
の
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
が
３
月
下
旬
に
見
ご
ろ
を
迎

え
ま
す
。
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
、
江
戸
時

代
、
染
井
（
巣
鴨
、
駒
込
付
近
）
に
住

む
植
木
職
人
が
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
と

オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
を
掛
け
合
わ
せ
誕
生

し
ま
し
た
。
華
や
か
で
美
し
く
、
花
言

葉
は
、“
優
し
い
美
人
”。
今
や
日
本
の

桜
の
代
名
詞
で
も
あ
り
ま
す
。
並
木
は

１
９
３
８
年
（
昭
和
13
年
）、
瓦
曽
根

～
寺
橋
（
現
、
宮
前
橋
・
久
伊
豆
神
社

近
く
）
に
植
え
ら
れ
た
の
が
始
ま
り
と

さ
れ
、
１
９
５
６
年
、
東
武
線
鉄
橋
西

側
か
ら
北
越
谷
、
文
教
大
学
付
近
の
両

岸
堤
防
沿
い
に
１
２
０
０
本
植
え
ら
れ

た
が
、
そ
の
後
の
交
通
事
情
な
ど
で
右

岸
の
桜
は
伐
採
さ
れ
ま
し
た
。
今
残
る

桜
は
、
北
越
谷
並
木
保
存
会
や
越
谷
市

観
光
協
会
な
ど
で
管
理
を
続
け
、
見
ご

ろ
に
は
提
灯
が
飾
ら
れ
、
た
く
さ
ん
の

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
春
が
来
る 

　
新
方
川
緑
道

　
『
新
方
川
緑
道
』の
桜
＝
写
真
＝
は
、

１
９
８
８
年
に
整
備
さ
れ
た
花
田
の

城
之
上
橋
～
定

じ
ょ
う

使つ
か
い

野の

橋
の
右
岸
１
・

３
キ
ロ
に
４
種
類
約
１
０
０
本
の
桜

が
あ
り
ま
す
。
初
め
に
鮮
や
か
な
濃

い
ピ
ン
ク
の
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
と
紅
色

の
カ
ン
ヒ
ザ
ク
ラ
が
花
開
き
、
や
が

て
淡
い
ピ
ン
ク
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
と

淡
い
芳
香
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
が
続
き
、

そ
れ
は
も
う
、
艶
や
か
な
春
の
競
演

な
の
で
す
。

　

さ
あ
、今
年
は
『
北
越
谷
元
荒
川
堤
』

と
『
新
方
川
緑
道
』
で
春
爛
漫
を
満
喫

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

【
写
真
は「
越
谷
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ
」提
供
】

団
体
代
表
ひ
と
言
コ
メ
ン
ト

【
ア
ク
セ
ス
】▽
北
越
谷
元
荒
川
堤
（
東

武
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ラ
イ
ン
）
北
越
谷
駅

下
車
・
徒
歩
約
10
分
▽
新
方
川
緑
道

（
茨
城
急
行
バ
ス
）
北
越
谷
駅
「
ゆ

め
み
の
東
」
か
「
エ
ロ
ー
ラ
」
行
き
花

田
３
丁
目
下
車
。

【
問
合
せ
先
】 

▽
元
荒
川
堤
・
越
谷
市
観
光
協
会 

☎
０
４
８（
９
６
６
）６
１
１
１

▽
新
方
川
緑
道
・
越
谷
市
公
園
緑
地
課

☎
０
４
８（
９
６
４
）２
１
１
１

問い合わせ先

新規登録団体

市民活動あれこれ情報案内コーナー

市民の知恵袋ネットワーク

2014 年 2 月末現在

■88 特定非営利活動法人　女性のスペース「結」　 ■89 コシクラ
■90 越谷伝承民謡民舞保存会　 ■91 さようなら原発越谷連絡会
■92 越谷九条の会　 ■93 玄米くらぶ
■94 協働のまちづくり市民委員会（スマイルネットワーク）
■95 おひさま発電こしがやプロジェクト　 ■96 越谷走友会
■97 世田谷ＫＥＹ倶楽部　越谷支部　 ■98 わっしょい
■99 平和・民主・革新の日本をめざす越谷の会

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人  

子
育
て
支
援
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
み
る
く

東
越
谷
３
丁
目
で
子
育
て
サ
ロ
ン
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
サ
ロ
ン
は
、
は
じ
め
て
の

出
産
・
子
育
て
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
マ
マ
に
、
安
心
し
て
ほ
っ
と
く
つ
ろ
げ
る
場

所
で
す
。�

（
代
表
・
青
木
さ
ん
）

ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
友
の
会
ア
リ
ス

眼
が
不
自
由
で
も
出
来
る
こ
と
は
沢
山
あ
る
ん
で
す
！　

当
事
者
・
家
族
・
協
力
者
が
和
気

藹あ
い

々あ
い

と
活
動
中
。
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
を
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。�（
代
表
・
阿
保
さ
ん
）

越
谷
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

毎
月
の
例
会
、会
員
和
気
あ
い
あ
い
で
編
集
の
妙
味
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。気
軽
に
撮
っ
た
も
の
で
も

構
成
し
音
楽
を
入
れ
る
と
も
う
誰
で
も
プ
ロ
級
で
す
。い
つ
で
も
入
会
歓
迎
。�（
代
表
・
川
島
さ
ん
）

Ｃ
Ａ
Ｐ
東
埼
玉

子
ど
も
が
「
い
じ
め
・
誘
拐
」
な
ど
の
様
々
な
暴
力
に
あ
わ
な
い
た
め
に
ど
う
し
た

ら
い
い
か
。
そ
れ
を
学
校
や
保
育
園
な
ど
で
子
ど
も
達
に
、
ま
た
保
護
者
や
先
生
方

に
伝
え
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。�

（
代
表
・
栗
田
さ
ん
）

特
定
非
営
利
活
動
法
人  

越
谷
カ
ウ
ン
セ
ル

「
子
育
て
支
援
士
」と
、「
グ
リ
ー
フ（
喪
失
）カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」養
成
講
座
を
開
催
中
。総
受
講

者
数
は
、13
年
間
で
延
べ
１
３
３
４
名
に
な
り
ま
す
。�

（
代
表
・
田
崎
さ
ん
）

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

合

困
っ
て
い
ま
す
。障
が
い
者（
児
）２
０
０
名
以
上
の
方
の
介
護
を
し
て
い
ま
す
。少
し
で
も

お
手
伝
い
頂
け
る
と
助
か
り
ま
す
。宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。�

（
代
表
・
松
實
さ
ん
）

交番

Aシティ

駐輪場入口

駐車場
出口
駐車場
出口

駐車場
出口
駐車場
出口

Bシティ

越 谷 駅
東口

北千住→←春日部 北千住→←春日部

駅前交通広場

越谷市市民活動支援センター利用案内とアクセスマップ

東武スカイツリーライン越谷駅下車 東口徒歩1分

平
成
２４
年
６
月
１
日
に
オ
�
プ
ン
し
た

Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
は
じ
め
と
す
る
公
益
活
動
を

す
る
市
民
や
団
体
�ボ
ラ
ン
テ
�
ア
等

の
活
動
を
支
援
す
る
拠
点
施
設
で
す

越
谷
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
？

越谷市市民活動支援センター 検 検 

駐車場：東口駐車場（有料）・駐輪場：Aシティ地下（2時間迄無料）

〒343ｰ0816　埼玉県越谷市弥生町16ｰ1
越谷ツインシティBシティ4階、5階
市民活動支援センター TEL.０４８ー９６９ー２７５０ FAX.０４８ー９６９ー２７５１
観光・物産情報コーナー TEL.０４８ー９６９ー１８１９ FAX.０４８ー９６９ー２７５２
中 央 図 書 室 TEL.０４８ー９６９ー１８００
info＠koshigaya-activity-support.info
http://koshigaya-activity-support.info/
市民活動支援センター 午前９時～午後９時３０分
観光・物産情報コーナー 午前９時～午後９時３０分
中 央 図 書 室 午前９時３０分～午後９時３０分
市民活動支援センター １２月２９日～３１日、１月１日～３日
観光・物産情報コーナー １２月２９日～３１日、１月１日～３日
中 央 図 書 室 １２月２９日～３１日、１月１日～４日
※蔵書点検日、休室日別途あります。

所 在 地

電 話

E -ma i l
H P
利用時間

休 所 日

4・5階
市民活動
支援センター

　「何かボランティアをしたい」「自分のスキルを社会に役立てたい」など市民活動を
始めたいという方、知恵袋ネットワークカウンターにお越しください。長年にわたり
市民活動を行っている、経験豊かな知恵袋メンバーが市民活動コンシェルジュとして
お話を伺います。

●開設時間／月・水・金　10：00～ 16：00
●運　　営／知恵袋ネットワーク運営委員会
●電　　話／070 ｰ 6459 ｰ 8047


